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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 本論文は、バルクへテロ接合太陽電池において、素子構造と開放端電圧の相関を系統的に明らか

にし、複数のドナー材料を用いた場合や様々なバッファ層を用いたときの素子設計の指針を与える

もので、有機エレクトロニクスに寄与するところが大きい。よって、本論文は博士（工学）の学位

論文に値すると認める。 

 

 

 

 

 

 


